
五
． 

強
靱
な
経
営
体
質
の
構
築
を
目
指
す

未
来
志
向
の
経
営
へ
の
転
換

　
　
　―

平
成
十
七
年
度
〜
十
八
年
度―

五
―
一
　 

平
成
十
七
年
度
〜
十
八
年
度
の

　
　
　
　
経
済
・
金
融
環
境

（
経
済
状
況―

緩
や
か
な
回
復
基
調
の
持
続
）

　
平
成
十
七
年
の
国
内
経
済
は
、
平
成
十
六
年
後
半
か
ら
続
い

て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
景
気
の
「
踊
り
場
」
を
抜
け
、
回
復
基
調

を
維
持
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
企
業
収
益
は
内
外
需
要
の
増
加

な
ど
を
背
景
と
し
て
高
水
準
を
維
持
し
、
さ
ら
に
家
計
部
門
へ

も
波
及
し
て
き
た
こ
と
か
ら
個
人
消
費
も
底
堅
く
推
移
し
ま

し
た
。

　
平
成
十
八
年
に
入
り
、
一
時
的
に
調
整
が
あ
っ
た
も
の
の
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
急
成
長
を
背
景
と
し
た
輸
出
の
増
加
、
個
人
消

費
や
民
間
企
業
の
設
備
投
資
の
回
復
が
牽
引
役
と
な
り
、
緩
や

か
な
成
長
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
も

あ
り
平
成
十
八
年
に
は
消
費
者
物
価
指
数
は
前
年
比
で
上
昇
へ

と
転
じ
、
大
都
市
中
心
部
の
地
価
も
大
幅
に
上
昇
す
る
な
ど
、

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
も
う
か
が
え
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

＊

　
こ
う
し
た
な
か
、
日
本
銀
行
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
続
い
て
い

た
企
業
や
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
構
造
調
整
圧
力
が
ほ
ぼ
払

拭
さ
れ
た
と
し
て
、
平
成
十
八
年
三
月
に
量
的
緩
和
政
策
を
解

除
し
、
同
年
七
月
に
は
、
無
担
保
コ
ー
ル
レ
ー
ト
の
誘
導
目
標

を
「
概
ね
〇
％
」
か
ら
「
〇
・
二
五
％
前
後
」
に
お
よ
そ
五
年

ぶ
り
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
今
回
の
景
気
回
復
局
面
は
、
統
計
指
標
に
基
づ
き
平
成
十
四

年
一
月
頃
か
ら
と
さ
れ
、
平
成
十
八
年
十
月
に
は
戦
後
最
長
と

い
わ
れ
た
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
地
域
や
業
種
、
企
業
規
模
に
よ
る
格
差
が
み
ら

れ
、
「
実
感
な
き
景
気
回
復
」
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

（
新
潟
県
経
済
の
動
き
）

　
平
成
十
七
年
は
、
前
年
の
震
災
か
ら
の
復
興
が
本
格
化
す
る

な
か
、
生
産
活
動
に
も
底
固
さ
が
み
ら
れ
、
全
体
と
し
て
は
回

復
に
向
け
た
動
き
が
拡
が
り
ま
し
た
。
特
に
年
後
半
か
ら
は
自

動
車
産
業
関
連
の
受
注
増
も
加
わ
り
、
雇
用
面
な
ど
強
含
み
で

の
推
移
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
に
入
る
と
、
災
害
復
旧
関
連
工
事
の
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
か
ら
公
共
工
事
が
減
少
に
転
じ
た
も
の
の
、
生
産
面
の
好

調
さ
が
持
続
し
、
個
人
消
費
も
上
向
く
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
な

ど
緩
や
か
な
回
復
が
続
き
ま
し
た
。

（
金
融
環
境―

金
融
制
度
改
革
等
の
流
れ
）

　
金
融
庁
で
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
巡
る
局
面
は
不
良
債
権
問

題
へ
の
緊
急
対
応
か
ら
脱
却
し
、
将
来
の
望
ま
し
い
金
融
シ
ス

テ
ム
を
目
指
す
未
来
志
向
の
局
面
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
と
し

て
、
平
成
十
六
年
十
二
月
に
利
用
者
の
満
足
度
が
高
く
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
実
現

す
る
「
金
融
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
十
七
〜
十
八
年
度
の
二
年
間
を
重
点

強
化
期
間
と
し
、
今
後
進
め
る
べ
き
改
革
の
内
容
と
し
て
、
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
重
視
と
利
用
者
保
護
ル
ー
ル
の
徹
底
、
Ｉ
Ｔ
の

戦
略
的
活
用
等
に
よ
る
金
融
機
関
の
競
争
力
の
強
化
等
、
国
際

的
に
開
か
れ
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献

等
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

＊

　
金
融
制
度
面
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
四
月
に
銀
行
代
理

店
制
度
創
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
銀
行
法
の
改
正
が
施
行
さ
れ

た
ほ
か
、
六
月
に
証
券
取
引
法
の
全
面
改
正
に
よ
る
金
融
商
品

取
引
法
が
新
た
に
制
定
（
平
成
十
九
年
九
月
施
行
）
さ
れ
ま
し

戦後の景気拡張期の長さ（平成18年10月現在）

0 10 20 30 40 50

いざなぎ景気

平成景気（バブル）

今回の景気

バブル後回復期

岩戸景気

神武景気

拡張期間 57 51 57 43 42

いざなぎ景気
平成景気
（バブル） 今回の景気

バブル後
回復期 岩戸景気

31

神武景気

昭和４０年１０月

～４５年７月

昭和61年11月
～平成３年２月

平成５年10月
～平成９年３月

昭和33年６月
～昭和36年12月

昭和29年11月
～昭和32年６月

平成14年１月～

昭和40年10月
～45年７月
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強靱な経営体質の構築を目指す未来志向の経営への転換

た
。

　
ま
た
新
し
い
自
己
資
本
比
率
規
制
で
あ
る
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
（
平

成
十
九
年
三
月
期
か
ら
実
施
）
の
導
入
、
多
重
債
務
問
題
へ
の

対
応
策
と
し
て
貸
金
業
制
度
の
見
直
し
、
偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
問
題
へ
の
対
策
や
取
引
に
お
け
る
本
人
確
認
の
厳

格
化
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。＊

　
金
融
検
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
七
月
に
金
融
検
査
評

定
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
検
査
結
果
に
段
階
評
価
を
示
す
こ
と
で
、
金

融
機
関
自
ら
が
経
営
改
善
に
向
け
た
動
機
付
け
を
高
め
る
等
の

観
点
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
七
年
十
月
に
郵
政
民
営
化
関
連
六
法
が
成
立

し
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
日
本
郵
便
公
社
の
各
業
務

を
、
銀
行
業
を
含
む
四
事
業
会
社
へ
と
分
割
し
て
民
営
化
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

五
―
二
　 

新
長
期
経
営
計
画｢

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
１
０
０｣

　
　
　
　―

平
成
十
七
年
度
〜
十
九
年
度―

　
こ
れ
ま
で
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
不
良
債

権
問
題
の
対
応
が
大
き
く
進
捗
す
る
な
か
で
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
長
期
経
営
計
画
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

１
０
０
」
で
は
、
環
境
変
化
や
当
行
の
現
況
を
踏
ま
え
、
今
後

の
経
営
の
軸
足
を
「
収
益
力
の
向
上
」
へ
と
移
し
て
、
経
営
体

質
強
化
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
長
期
経
営
計
画
の
重
点
課
題
と
し
て
、

　
一
、
収
益
増
加
に
よ
る
強
靱
な
経
営
体
質
の
構
築

　
二
、
経
営
資
源
の
活
用
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
貢
献

　
三
、
顧
客
・
株
主
・
行
員
の
満
足
度
向
上

　
を
掲
げ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
経
営
目
標
は
「
収
益
に
重
点
を

置
い
た
攻
め
の
経
営
に
転
換
し
、
強
靱
な
経
営
体
質
を
構
築

す
る
」
こ
と
と
し
、
営
業
力
、
市
場
運
用
力
の
強
化
に
よ
り
収

益
積
上
げ
を
は
か
っ
て
中
核
的
な
自
己
資
本
で
あ
るT

ierI 

の

一
〇
〇
億
円
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
経
営
に
努
め
な
が
ら
最
終
年
度
で
あ
る
平
成

十
九
年
度
末
の
行
員
数
一
、
四
〇
〇
人
体
制
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

五
―
三
　 

平
成
十
七
年
度
〜
十
八
年
度
の

　
　
　
　
主
要
施
策
と
業
績
等

―

平
成
十
七
年
度
の
主
要
施
策
等―

（
本
部
組
織
の
改
正
）

　
平
成
十
七
年
六
月
、
同
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
長
期
経

営
計
画
の
基
本
方
針
等
に
基
づ
き
本
部
組
織
を
改
正
し
ま
し

た
。

　
収
益
力
向
上
に
向
け
た
顧
客
営
業
部
門
の
強
化
策
と
し
て

「
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
」
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
営
業
統
括
部

内
に
「
営
業
企
画
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
産
内
容
の
良
化
に
つ
い
て
一
定
の
進
捗
が
図
ら
れ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
融
資
統
括
部
・
融
資
第
一
部
・
融
資

第
二
部
・
債
権
管
理
室
の
三
部
・
一
室
を
ス
リ
ム
化
し
て
「
融

資
第
一
部
・
融
資
第
二
部
」
の
二
部
体
制
と
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
内
部
監
査
機
能
の
強
化
を
は
か
り
、
監
査
部
内
に

「
内
部
監
査
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

（
人
事
制
度
等
の
改
正
）

　
平
成
十
七
年
四
月
に
、
行
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
高

め
、
組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
資
格
制
度
と
給

与
体
系
の
改
正
を
軸
と
し
た
人
事
制
度
改
正
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
資
格
制
度
に
つ
い
て
は
、
年
功
的
な
運
用
を
見
直
し
、
成
果

＊
金
融
検
査
評
定
制
度

　
金
融
検
査
評
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年

七
月
に
金
融
庁
か
ら
公
表
さ
れ
、
平
成
十
八
年
一
月

よ
り
試
行
を
開
始
し
、
平
成
十
九
年
四
月
以
降
、
本

格
施
行
が
開
始
さ
れ
た
制
度
で
す
。
（
た
だ
し
、
主

要
行
以
外
の
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

一
月
以
降
）

　
平
成
十
八
年
度
検
査
か
ら
、
対
応
収
益
力
・
利
用

者
利
便
な
ど
企
業
競
争
力
の
源
泉
を
経
営
者
に
よ
る

内
部
統
制
、
つ
ま
り
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
位
置
付

け
、
こ
れ
ま
で
の
資
産
査
定
中
心
の
検
査
か
ら
、
経

営
の
質
に
関
す
る
検
査
に
重
点
を
移
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

参
考
…
金
融
庁
Ｈ
Ｐ

経営目標
収益に重点を置いた攻めの経営に転換し、強靱な経営体質を構築する

～営業力および市場運用力の強化により「ＴｉｅｒⅠ　100億円の増加」を目指す～

営業の方向性
目標達成に向けて、次の方針により取組を強化する。

策定の背景

多様なニーズに対応した金
融商品の販売、コンサル
ティング業務等を通じて質
の高い金融サービスを提供

本来業務である預貸金取引
に注力するとともに、市場
運用力の強化、役務取引へ
の取組を強化

業務効率化および収益力強
化の観点から地区別・店質
別の役割を明確化し経営資
源を重点配分

経営のテーマは
収益力へ

＊不良債権問題はほぼ集結
＊今後の課題は、収益基盤
の拡大による持続的な成
長軌道の確保

環境変化を踏まえた
競争力確保

＊「金融サービス立国」を
目指す新たな行政指針
「金融プログラム」が開
始＊郵政民営化・規制緩
和等による競争激化

＊新ＢＩＳ規制の導入
＊貸出増加等にむけた一層
の自己資本強化

リスクを取るための
一段の体質強化

新長期経営計画「パワーアップ100」の概要
　ー計画期間　平成17年４月～平成20年３月ー
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。
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資
本
比
率
規
制
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バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
（
平

成
十
九
年
三
月
期
か
ら
実
施
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の
導
入
、
多
重
債
務
問
題
へ
の

対
応
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と
し
て
貸
金
業
制
度
の
見
直
し
、
偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
問
題
へ
の
対
策
や
取
引
に
お
け
る
本
人
確
認
の
厳

格
化
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。＊

　
金
融
検
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
七
月
に
金
融
検
査
評

定
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
検
査
結
果
に
段
階
評
価
を
示
す
こ
と
で
、
金

融
機
関
自
ら
が
経
営
改
善
に
向
け
た
動
機
付
け
を
高
め
る
等
の

観
点
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
十
七
年
十
月
に
郵
政
民
営
化
関
連
六
法
が
成
立

し
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
日
本
郵
便
公
社
の
各
業
務

を
、
銀
行
業
を
含
む
四
事
業
会
社
へ
と
分
割
し
て
民
営
化
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

五
―
二
　 

新
長
期
経
営
計
画｢

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
１
０
０｣

　
　
　
　―

平
成
十
七
年
度
〜
十
九
年
度―

　
こ
れ
ま
で
最
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
不
良
債

権
問
題
の
対
応
が
大
き
く
進
捗
す
る
な
か
で
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
長
期
経
営
計
画
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

１
０
０
」
で
は
、
環
境
変
化
や
当
行
の
現
況
を
踏
ま
え
、
今
後

の
経
営
の
軸
足
を
「
収
益
力
の
向
上
」
へ
と
移
し
て
、
経
営
体

質
強
化
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
長
期
経
営
計
画
の
重
点
課
題
と
し
て
、

　
一
、
収
益
増
加
に
よ
る
強
靱
な
経
営
体
質
の
構
築

　
二
、
経
営
資
源
の
活
用
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
貢
献

　
三
、
顧
客
・
株
主
・
行
員
の
満
足
度
向
上

　
を
掲
げ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
経
営
目
標
は
「
収
益
に
重
点
を

置
い
た
攻
め
の
経
営
に
転
換
し
、
強
靱
な
経
営
体
質
を
構
築

す
る
」
こ
と
と
し
、
営
業
力
、
市
場
運
用
力
の
強
化
に
よ
り
収

益
積
上
げ
を
は
か
っ
て
中
核
的
な
自
己
資
本
で
あ
るT

ierI 

の

一
〇
〇
億
円
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
経
営
に
努
め
な
が
ら
最
終
年
度
で
あ
る
平
成

十
九
年
度
末
の
行
員
数
一
、
四
〇
〇
人
体
制
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

五
―
三
　 

平
成
十
七
年
度
〜
十
八
年
度
の

　
　
　
　
主
要
施
策
と
業
績
等

―

平
成
十
七
年
度
の
主
要
施
策
等―

（
本
部
組
織
の
改
正
）

　
平
成
十
七
年
六
月
、
同
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
長
期
経

営
計
画
の
基
本
方
針
等
に
基
づ
き
本
部
組
織
を
改
正
し
ま
し

た
。

　
収
益
力
向
上
に
向
け
た
顧
客
営
業
部
門
の
強
化
策
と
し
て

「
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
」
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
営
業
統
括
部

内
に
「
営
業
企
画
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
産
内
容
の
良
化
に
つ
い
て
一
定
の
進
捗
が
図
ら
れ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
融
資
統
括
部
・
融
資
第
一
部
・
融
資

第
二
部
・
債
権
管
理
室
の
三
部
・
一
室
を
ス
リ
ム
化
し
て
「
融

資
第
一
部
・
融
資
第
二
部
」
の
二
部
体
制
と
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
内
部
監
査
機
能
の
強
化
を
は
か
り
、
監
査
部
内
に

「
内
部
監
査
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

（
人
事
制
度
等
の
改
正
）

　
平
成
十
七
年
四
月
に
、
行
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
高

め
、
組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
資
格
制
度
と
給

与
体
系
の
改
正
を
軸
と
し
た
人
事
制
度
改
正
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
資
格
制
度
に
つ
い
て
は
、
年
功
的
な
運
用
を
見
直
し
、
成
果

＊
金
融
検
査
評
定
制
度

　
金
融
検
査
評
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年

七
月
に
金
融
庁
か
ら
公
表
さ
れ
、
平
成
十
八
年
一
月

よ
り
試
行
を
開
始
し
、
平
成
十
九
年
四
月
以
降
、
本

格
施
行
が
開
始
さ
れ
た
制
度
で
す
。
（
た
だ
し
、
主

要
行
以
外
の
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年

一
月
以
降
）

　
平
成
十
八
年
度
検
査
か
ら
、
対
応
収
益
力
・
利
用

者
利
便
な
ど
企
業
競
争
力
の
源
泉
を
経
営
者
に
よ
る

内
部
統
制
、
つ
ま
り
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
位
置
付

け
、
こ
れ
ま
で
の
資
産
査
定
中
心
の
検
査
か
ら
、
経

営
の
質
に
関
す
る
検
査
に
重
点
を
移
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

参
考
…
金
融
庁
Ｈ
Ｐ

経営目標
収益に重点を置いた攻めの経営に転換し、強靱な経営体質を構築する

～営業力および市場運用力の強化により「ＴｉｅｒⅠ　100億円の増加」を目指す～

営業の方向性
目標達成に向けて、次の方針により取組を強化する。

策定の背景

多様なニーズに対応した金
融商品の販売、コンサル
ティング業務等を通じて質
の高い金融サービスを提供

本来業務である預貸金取引
に注力するとともに、市場
運用力の強化、役務取引へ
の取組を強化

業務効率化および収益力強
化の観点から地区別・店質
別の役割を明確化し経営資
源を重点配分

経営のテーマは
収益力へ

＊不良債権問題はほぼ集結
＊今後の課題は、収益基盤
の拡大による持続的な成
長軌道の確保

環境変化を踏まえた
競争力確保

＊「金融サービス立国」を
目指す新たな行政指針
「金融プログラム」が開
始＊郵政民営化・規制緩
和等による競争激化

＊新ＢＩＳ規制の導入
＊貸出増加等にむけた一層
の自己資本強化

リスクを取るための
一段の体質強化

新長期経営計画「パワーアップ100」の概要
　ー計画期間　平成17年４月～平成20年３月ー
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主
義
処
遇
制
度
を
支
え
る
土
台
と
し
て
、
従
来
以
上
に
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
あ
る
資
格
体
系
へ
と
改
め
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
年
功
・
年
次
や
資
格
に
と
ら
わ
れ
な
い
職
位
登
用
を
可
能

と
す
る
た
め
主
事
以
上
の
資
格
を
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
有

能
な
若
手
を
早
期
登
用
で
き
る
よ
う
標
準
資
格
在
位
年
数
の
短

縮
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　
給
与
体
系
に
つ
い
て
は
、
成
果
や
業
績
に
応
じ
て
適
正
な
給

与
配
分
を
実
現
す
る
た
め
、
年
功
給
や
生
活
給
を
撤
廃
し
て
業

績
給
を
新
設
し
、
貢
献
度
を
従
来
以
上
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
支
給
額

へ
反
映
す
る
と
と
も
に
、
職
務
給
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
、
専
門
学
校
新
卒
者
の
定
期

採
用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
定
年
退
職
者
の
継
続
雇
用
制
度
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
有
期
雇
用
者
に
つ
い

て
も
、
制
度
休
暇
の
拡
充
整
備
や
持
株
会
へ
の
参
加
な
ど
諸
制

度
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

（
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
）

　
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
業
性
貸
出
金

お
よ
び
企
業
融
資
先
数
の
増
加
に
む
け
た
「
貸
し
拡
げ
運
動

〝
ス
テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
〞
」
を
実
施
し
た
ほ
か
、
戦
略
的
な
融

資
推
進
策
と
し
て
、
医
療
や
福
祉
な
ど
の
成
長
業
種
お
よ
び
有

望
業
種
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
医
療
・
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
や
関
連
業
者
と
の
連
携
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

審
査
担
当
部
署
に
業
種
別
審
査
担
当
者
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
政
令
指
定
都
市
化
に
よ
り
発
展
の
見
込
ま
れ
る
新
潟

地
区
を
重
点
強
化
す
る
た
め
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
に
新
潟
駐
在

の
本
部
渉
外
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
た
ほ
か
、
「
新
潟
地
区
戦
略

会
議
」
の
開
催
な
ど
に
よ
り
法
人
開
拓
に
注
力
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

（
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
）

　
預
り
資
産
営
業
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
店
頭
営
業
力
強
化

の
た
め
実
施
し
て
い
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
テ
ラ
ー
制
度
に
加

え
、
投
資
信
託
・
保
険
等
の
営
業
の
強
化
を
図
る
た
め
「
預
り

資
産
営
業
専
担
者
（
通
称
Ｍ
Ｃ
）
」
の
育
成
と
配
置
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
七
年
五
月
に
日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
と
提

携
し
、
本
店
営
業
部
お
よ
び
新
潟
支
店
の
二
カ
店
で
「
証
券
仲

介
業
務
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
七
月
に
は
信
託
銀
行
代
理
店
と
し
て
、
県
内
金
融
機
関
で
初

め
て
「
遺
言
信
託
・
遺
産
整
理
業
務
」
の
取
り
扱
い
を
開
始

し
、
十
二
月
に
は
保
険
窓
口
販
売
の
追
加
解
禁
に
伴
い
、
一
時

払
い
終
身
保
険
二
商
品
の
取
り
扱
い
を
始
め
ま
し
た
。

　
個
人
ロ
ー
ン
商
品
に
つ
い
て
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
商
品
優
位

性
を
高
め
て
他
行
と
の
差
別
化
を
は
か
る
た
め
、
平
成
十
八
年

二
月
に
県
内
他
行
に
先
駆
け
て
「
三
大
疾
病
保
障
特
約
付
住
宅

ロ
ー
ン
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

（
グ
レ
ン
バ
レ
ー
の
破
綻
）

　
当
行
融
資
先
で
あ
る
株
式
会
社
グ
レ
ン
バ
レ
ー
（
長
岡
市
）

が
平
成
十
七
年
四
月
十
五
日
、
新
潟
地
裁
長
岡
支
部
に
民
事
再

生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
同
社
は
「
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
長
岡
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
〝
ゴ

ル
フ
不
況
〞
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
す
る
な
か
、
中
越
地
震
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、
自
力
で
の
営
業
再
開
が
困
難
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
破
綻
へ
と
至
り
ま
し
た
。

　
同
社
に
対
す
る
当
行
の
貸
出
金
は
一
一
六
億
九
、
一
〇
〇
万

円
で
し
た
が
、
担
保
で
保
全
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
す
で
に
全

額
引
当
済
み
で
あ
り
、
当
行
は
十
七
年
三
月
期
の
業
績
予
想
に

は
影
響
が
な
い
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
。

（
個
人
情
報
保
護
法
へ
の
対
応
）

　
平
成
十
七
年
四
月
、
個
人
情
報
保
護
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
当
行
で
は
、
金
融
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
そ
れ
に
基
づ
く

ホクギン医療・福祉セミナー会場風景預り資産営業専担者（通称MC）の窓口風景

27

強靱な経営体質の構築を目指す未来志向の経営への転換

全
国
銀
行
協
会
の
自
主
ル
ー
ル
な
ど
に
準
拠
し
て
行
内
体
制
の

整
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
同
年
四
月
、
個
人
情
報
管
理
規
程
に
よ
り
個
人
情
報
保
護
基

本
方
針
を
規
定
し
、
個
人
デ
ー
タ
取
扱
規
程
、
外
部
委
託
管
理

規
程
な
ど
を
制
定
し
た
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
基
準
、

情
報
を
行
外
へ
持
出
す
場
合
の
取
扱
要
領
、
パ
ソ
コ
ン
取
扱
要

領
な
ど
の
実
施
方
法
や
実
行
手
順
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

―

平
成
十
八
年
度
の
主
要
施
策
等―

（
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
）

　
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
業
種
別
の
中
核

的
企
業
な
ど
県
内
優
良
・
成
長
企
業
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
た
め
、
本
部
と
営
業
店
と
の
協
働
に
よ
り
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

１
０
０
」
の
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
人
材
の
育
成
強
化
を
図

る
た
め
、
法
人
営
業
推
進
の
中
核
を
担
う
法
人
推
進
責
任
者
・

担
当
者
の
明
確
化
と
研
修
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
医
療
分
野
向
け
に
ホ
ク

ギ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ー
ン
「
開
業
プ
ラ
ン
」
「
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ン
」
の
提
供
や
開
業
予
定
の
エ
リ
ア
を
調
査
す
る
「
診
療
圏
分

析
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
農
業
分
野
向
け
に
は
、
農
業
ロ
ー
ン

「
事
業
安
定
〝
あ
お
ば
〞
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
九
月
に
は
、
企
業
が
自
社
の
客
観
的
信
用
力
を

内
外
に
示
し
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
な
ど
が
期
待
で
き
る
よ

う
中
堅
・
中
小
企
業
向
け
の
格
付
取
得
を
仲
介
す
る
「
日
本
Ｓ

Ｍ
Ｅ
格
付
け
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
、
県
内
で
初
と
な
る
格
付

け
取
得
の
仲
介
を
行
い
ま
し
た
。

（
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
）

　
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
し
て
、
投
資
信
託
・
保
険
等

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
強
化
等
を
は
か
る
た
め
に
平
成

十
七
年
度
か
ら
配
置
し
た
Ｍ
Ｃ
（
預
り
資
産
営
業
専
担
者
）
を

五
十
名
規
模
に
拡
大
し
、
お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
リ
ス

ク
許
容
度
に
合
っ
た
資
産
運
用
商
品
の
提
供
と
顧
客
説
明
態
勢

の
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
九
年
三
月
、
退
職
後
の
資
産
運
用
を
じ
っ
く

り
ご
検
討
い
た
だ
く
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
三
カ
月
満
期
の
退

職
金
専
用
定
期
預
金
「
夢
応
援
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
を
中
心
と
し
た
専
用
セ
ミ
ナ
ー

「
悠
々
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
応
援
し
ま
す
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

（
店
舗
政
策
等
）

　
店
舗
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
顧
客
指

向
型
の
店
舗
へ
の
転
換
を
は
か
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

平
成
十
八
年
五
月
に
宮
内
支
店
と
小
針
南
支
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
築
で
は
、
資
産
運
用
の
相
談
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
ゾ
ー
ン
を
設
け
る
と
と
も
に
、
安
全
性
お
よ
び
利
便

性
の
高
い
「
指
静
脈
認
証
付
全
自
動
貸
金
庫
」
を
新
た
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
リ
ア
営
業
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
五
月

に
村
松
支
店
を
サ
テ
ラ
イ
ト
店
と
す
る
五
泉
エ
リ
ア
、
六
月
に

は
殿
町
支
店
を
サ
テ
ラ
イ
ト
店
と
す
る
本
店
営
業
部
エ
リ
ア
へ

と
拡
大
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
七
月
に
は
、
上
越
市
に
「
上
越
ロ
ー
ン
プ
ラ
ザ
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

―

平
成
十
七
年
度
〜
十
八
年
度
の
業
績―

　
平
成
十
七
年
度
の
期
末
預
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
個
人

預
金
の
伸
び
を
主
因
に
一
兆
八
、
三
八
八
億
円
と
前
期
末

比
一
九
一
億
円
増
加
し
、
期
末
貸
出
金
残
高
に
つ
い
て

は
、
個
人
向
け
貸
出
金
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

小針南支店の新しい店舗
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強靱な経営体質の構築を目指す未来志向の経営への転換

全
国
銀
行
協
会
の
自
主
ル
ー
ル
な
ど
に
準
拠
し
て
行
内
体
制
の

整
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
同
年
四
月
、
個
人
情
報
管
理
規
程
に
よ
り
個
人
情
報
保
護
基

本
方
針
を
規
定
し
、
個
人
デ
ー
タ
取
扱
規
程
、
外
部
委
託
管
理

規
程
な
ど
を
制
定
し
た
ほ
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
基
準
、

情
報
を
行
外
へ
持
出
す
場
合
の
取
扱
要
領
、
パ
ソ
コ
ン
取
扱
要

領
な
ど
の
実
施
方
法
や
実
行
手
順
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

―
平
成
十
八
年
度
の
主
要
施
策
等―

（
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
）

　
法
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
業
種
別
の
中
核

的
企
業
な
ど
県
内
優
良
・
成
長
企
業
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

す
る
た
め
、
本
部
と
営
業
店
と
の
協
働
に
よ
り
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

１
０
０
」
の
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
人
材
の
育
成
強
化
を
図

る
た
め
、
法
人
営
業
推
進
の
中
核
を
担
う
法
人
推
進
責
任
者
・

担
当
者
の
明
確
化
と
研
修
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
医
療
分
野
向
け
に
ホ
ク

ギ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
ロ
ー
ン
「
開
業
プ
ラ
ン
」
「
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ン
」
の
提
供
や
開
業
予
定
の
エ
リ
ア
を
調
査
す
る
「
診
療
圏
分

析
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
農
業
分
野
向
け
に
は
、
農
業
ロ
ー
ン

「
事
業
安
定
〝
あ
お
ば
〞
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
平
成
十
八
年
九
月
に
は
、
企
業
が
自
社
の
客
観
的
信
用
力
を

内
外
に
示
し
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
な
ど
が
期
待
で
き
る
よ

う
中
堅
・
中
小
企
業
向
け
の
格
付
取
得
を
仲
介
す
る
「
日
本
Ｓ

Ｍ
Ｅ
格
付
け
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
、
県
内
で
初
と
な
る
格
付

け
取
得
の
仲
介
を
行
い
ま
し
た
。

（
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
）

　
個
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
し
て
、
投
資
信
託
・
保
険
等

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
強
化
等
を
は
か
る
た
め
に
平
成

十
七
年
度
か
ら
配
置
し
た
Ｍ
Ｃ
（
預
り
資
産
営
業
専
担
者
）
を

五
十
名
規
模
に
拡
大
し
、
お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
リ
ス

ク
許
容
度
に
合
っ
た
資
産
運
用
商
品
の
提
供
と
顧
客
説
明
態
勢

の
拡
充
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
九
年
三
月
、
退
職
後
の
資
産
運
用
を
じ
っ
く

り
ご
検
討
い
た
だ
く
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
三
カ
月
満
期
の
退

職
金
専
用
定
期
預
金
「
夢
応
援
」
の
取
り
扱
い
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
を
中
心
と
し
た
専
用
セ
ミ
ナ
ー

「
悠
々
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
応
援
し
ま
す
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

（
店
舗
政
策
等
）

　
店
舗
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、
顧
客
指

向
型
の
店
舗
へ
の
転
換
を
は
か
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

平
成
十
八
年
五
月
に
宮
内
支
店
と
小
針
南
支
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

　
こ
の
改
築
で
は
、
資
産
運
用
の
相
談
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
ゾ
ー
ン
を
設
け
る
と
と
も
に
、
安
全
性
お
よ
び
利
便

性
の
高
い
「
指
静
脈
認
証
付
全
自
動
貸
金
庫
」
を
新
た
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
リ
ア
営
業
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
五
月

に
村
松
支
店
を
サ
テ
ラ
イ
ト
店
と
す
る
五
泉
エ
リ
ア
、
六
月
に

は
殿
町
支
店
を
サ
テ
ラ
イ
ト
店
と
す
る
本
店
営
業
部
エ
リ
ア
へ

と
拡
大
実
施
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
七
月
に
は
、
上
越
市
に
「
上
越
ロ
ー
ン
プ
ラ
ザ
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

―

平
成
十
七
年
度
〜
十
八
年
度
の
業
績―

　
平
成
十
七
年
度
の
期
末
預
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
個
人

預
金
の
伸
び
を
主
因
に
一
兆
八
、
三
八
八
億
円
と
前
期
末

比
一
九
一
億
円
増
加
し
、
期
末
貸
出
金
残
高
に
つ
い
て

は
、
個
人
向
け
貸
出
金
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、

小針南支店の新しい店舗
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一
兆
一
、
六
六
一
億
円
と
前
期
末
比
一
八
〇
億
円
増
加
し
ま
し

た
。

　
収
支
面
に
つ
い
て
は
、
与
信
関
係
費
用
が
当
初
計
画
を
上

回
り
ま
し
た
が
、
市
場
運
用
の
強
化
に
努
め
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
経
常
利
益
は
六
〇
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
、
当
期
純
利
益

四
二
億
七
、
三
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
己
資
本
比
率
は
、
利
益
確
保
に
よ
る
内
部
留
保
に
努
め
た

こ
と
に
加
え
、
平
成
十
七
年
度
は
劣
後
債
の
発
行
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
十
八
年
三
月
末
は
前
期
末
比
〇
・
九
〇
％
上
昇
し
、

一
〇
・
二
七
％
と
な
り
ま
し
た
。＊

　
平
成
十
八
年
度
の
期
末
預
金
残
高
は
五
年
も
の
定
期
預
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
等
に
よ
り
個
人
預
金
が
大
幅
に
増
加
し

た
こ
と
か
ら
、
一
兆
九
、
二
五
四
億
円
と
前
期
末
比
八
六
六
億

円
増
加
し
、
期
末
貸
出
金
残
高
は
住
宅
ロ
ー
ン
増
加
な
ど
か
ら

一
兆
一
、
八
八
五
億
円
と
前
期
末
比
二
二
四
億
円
増
加
し
ま
し

た
。

　
収
支
面
に
つ
い
て
は
、
不
良
債
権
処
理
を
徹
底
し
て
す

す
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
与
信
関
係
費
用
が
当
初
計
画
を
上

回
り
ま
し
た
が
、
市
場
運
用
益
の
増
加
等
で
カ
バ
ー
し
、

経
常
利
益
は
七
五
億
九
、
六
〇
〇
万
円
、
当
期
純
利
益

五
〇
億
一
、
五
〇
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
己
資
本
比
率
は
、
十
九
年
三
月
末
は
新
し
い
自
己
資
本
比

率
規
制
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
）
に
基
づ
い
て
算
出
を
行
い
、
単
体

一
〇
・
六
八
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
関
連
会
社
の
北
越
シ
ス
テ
ム
開
発
株
式
会
社
を
平
成

十
八
年
七
月
に
解
散
し
ま
し
た
。＊

　
ま
た
、
不
良
債
権
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
平
成
十
一
年
三
月

期
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
期
ま
で
の
間
で
不
良
債
権
処
理
額

は
合
計
一
、
四
二
四
億
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
の
徹
底
し
た

取
り
組
み
の
結
果
、
不
良
債
権
比
率
は
平
成
十
七
年
三
月
末
で

地
方
銀
行
平
均
以
下
ま
で
改
善
し
、
平
成
十
九
年
三
月
末
で
は

三
・
九
二
％
（
金
融
再
生
法
基
準
）
と
な
り
ま
し
た
。

五
―
四
　
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化

　
地
銀
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
経
営
効
率
化
と
開
発

負
担
、
費
用
軽
減
の
た
め
、
他
行
と
共
同
化
し
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
す
る
動
き
が
急
速
に
拡
が
り
始
め
ま
し
た
。

　
当
行
に
お
い
て
も
現
行
シ
ス
テ
ム
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て

検
討
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
八
年
九
月
、
次
期
基

幹
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
現
行
の
日
本
ユ
ニ
シ
ス
か
ら
Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ
ー
タ
を
開
発
ベ
ン
ダ
ー
と
す
る
「
地
銀
共
同
セ
ン
タ
ー

（BeST
A

）
」
で
の
共
同
化
ス
キ
ー
ム
へ
と
移
行
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
共
同
化
ス
キ
ー
ム
へ
の
参
加
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
次
の
点
が
あ
り
ま
す
。

　
一
、 

拡
張
性
・
柔
軟
性
の
高
い
最
先
端
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に

よ
り
顧
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応

が
可
能
と
な
る

　
二
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
が
は
か
れ
る

　
三
、 

シ
ス
テ
ム
開
発
・
運
用
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
経
営
の
効

率
化
が
は
か
れ
る

　
地
銀
共
同
セ
ン
タ
ー
は
最
も
多
く
の
地
銀
が
参
加
（
平
成

十
九
年
九
月
末
現
在
十
二
行
が
参
加
表
明
）
し
て
お
り
、
他
の

業
務
面
に
お
い
て
も
、
今
後
、
広
範
な
提
携
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
共
同
化
へ
の
移
行
時
期
は
平
成
二
十
一
年
五
月
と
し

て
お
り
、
平
成
十
八
年
七
月
に
専
担
の
「
シ
ス
テ
ム
共
同
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
本
格
化
す
る
移
行
準
備
に

万
全
の
体
勢
を
整
え
る
と
と
も
に
、
不
要
業
務
の
見
直
し
な
ど

も
あ
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊
当
行
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
更
改
の
推
移

昭
和
四
十
六
年
十
月
〜
　
第
一
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化

昭
和
五
十
三
年
十
月
〜
　
第
二
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化

昭
和
五
十
七
年
二
月
〜
　
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

昭
和
六
十
一
年
九
月
〜
　
第
三
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化

平
成
五
年
九
月
〜
　
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

平
成
十
一
年
五
月
〜
　
新
事
務
セ
ン
タ
ー
新
築
・
移
転

平
成
十
五
年
一
月
〜
　
現
行
体
制
〜

不良債権比率（％)
北越銀行 地方銀行

10年９月末 5.76 -
11年３月期 9.96 5.80 
12年３月期 8.84 5.90 
13年３月期 8.92 7.00 
14年３月期 9.04 7.70 
15年３月期 10.01 7.60 
16年３月期 8.06 6.80 
17年３月期 5.13 5.50 
18年３月期 4.09 4.40 
19年３月期 3.92 3.90 

注；地方銀行は平均
資料；地方銀行平均は金融庁

＊
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
（
新
Ｂ
Ｉ
Ｓ
基
準
）

　
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
が
公
表
し
た
金
融
機

関
の
新
し
い
自
己
資
本
比
率
規
制

・第一の柱（最低所要自己資本比率）

自己資本比率＝　　　　　　　　　　　　　　　×100％≧

信用リスク・
アセットの額

・第二の柱（金融機関の自己管理と監督上の検証）

自己資本
８％（国際基準適用行）
４％（国内基準適用行）

＋ マーケット・
リスクの額

オペレーショナル・
リスクの額＋

信用リスクアセットの額；（標準的手法）信用力に応じたリスクウエイトを細分化して計
測の精緻化を図り計算
オペレーショナルリスクの額；（基礎的手法）銀行の「粗利益」に一定の掛け目
（15％）を乗じて計算

第一の柱に含まれないリスク（信用集中リスク、銀行勘定の金利リスクなど）
を含む統合的なリスク管理態勢の構築および監督当局による検証・評価と早期
の介入

・第三の柱（市場規律）
情報開示の充実を通じた市場規律を活用し、経営の健全性を維持

バーゼルII（新BIS基準：新しい自己資本比率規制）の概念図
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お客さまに必要とされる銀行へ向けて～新たなステージへの出発 

六
． 

お
客
さ
ま
に
必
要
と
さ
れ
る
銀
行
へ

向
け
て

　
　
〜
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
出
発

六
―
一
　 

平
成
十
九
年
度
経
営
計
画
と

　
　
　
　
久
須
美
頭
取
新
体
制
の
発
足

（
平
成
十
九
年
度
経
営
計
画
）

　
平
成
十
九
年
度
は
、
長
期
経
営
計
画
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

１
０
０
」
の
最
終
年
度
で
、
か
つ
創
業
一
三
〇
年
の
節
目
を
迎

え
る
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
年
度
の
経

営
方
針
を
次
の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

　
一
、 

今
後
の
持
続
的
成
長
に
む
け
た
顧
客
基
盤
の
拡
大
を
徹

底
し
て
推
進

　
二
、 

現
長
期
経
営
計
画
の
総
仕
上
げ
と
し
て
当
期
利
益
目
標

四
五
億
円
を
達
成

　
三
、 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
と
質
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
通
じ
て
、
顧
客
の
信
頼
と
満
足
度
を
高
め
る

＊

　
四
月
の
支
店
長
会
議
に
お
い
て
野
崎
國
昭
頭
取
は
「
特
に
顧

客
基
盤
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
創
業

一
三
〇
年
の
年
に
将
来
に
む
け
た
礎
を
築
け
る
よ
う
徹
底
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
不
良
債
権
問
題
が
一
段
落
し
た
こ
れ
か
ら
は
企
業
と

し
て
の
真
の
実
力
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、
新
し
い
北
越
銀
行
を

ど
う
作
り
上
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
努
力

し
て
い
く
時
期
に
き
て
い
る
と
し
て
、
十
九
年
度
経
営
計
画
に

基
づ
く
施
策
を
着
実
に
実
現
し
て
い
く
よ
う
示
達
し
ま
し
た
。

（
久
須
美
頭
取
新
体
制
の
発
足
と
営
業
方
針
説
明
会
の
開
催
）

　
平
成
十
九
年
五
月
十
八
日
の
平
成
十
八
年
度
決
算
記
者
会
見

に
お
い
て
、
六
月
二
十
六
日
に
開
催
予
定
の
第
一
〇
二
期
定
時

株
主
総
会
決
議
を
も
っ
て
、
野
崎
國
昭
頭
取
の
退
任
と
久
須
美

隆
専
務
取
締
役
の
新
頭
取
へ
の
就
任
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
〇
二
期
定
時
株
主
総
会
を
終
え
、
久
須
美
隆
頭
取
に
よ

る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
翌
六
月
二
十
七
日
の
本
部
説

明
会
を
皮
切
り
に
七
月
二
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
九
回
に
わ
た

り
、
各
地
区
別
に
営
業
店
長
、
副
支
店
長
、
渉
外
担
当
役
職
者

を
出
席
者
と
し
て
営
業
方
針
説
明
会
が
順
次
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

＊

　
久
須
美
頭
取
は
、
こ
の
説
明
会
に
お
い
て
「
当
面
の
経
営
の

進
め
方
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
地
銀
の
存
在
意
味
を
再
考
し
な

が
ら
真
の
顧
客
指
向
を
貫
い
て
い
く
方
針
を
次
の
と
お
り
述
べ

て
い
ま
す
。

　
一
、 

今
後
の
地
域
経
済
や
競
争
環
境
を
踏
ま
え
る
と
、
地
銀

に
は
言
葉
だ
け
の
地
域
密
着
で
な
い
真
の
生
き
残
り
策

が
問
わ
れ
て
い
る

　
二
、 

こ
う
し
た
な
か
で
「
地
銀
の
存
在
意
味
」
を
も
う
一
度

見
つ
め
直
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
含
め
て
全
体
の
考

え
方
・
態
勢
が
本
当
に
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
の

か
徹
底
的
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

　
三
、 

そ
の
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
の
行
員
の
質
・
行
動
力

の
ア
ッ
プ
に
よ
り
「
顧
客
対
応
力
」
を
も
っ
と
高
め
る

と
と
も
に
、
組
織
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
く

　
こ
う
し
た
方
針
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
対
応
と
し
て
営
業
店

窓
口
や
渉
外
機
能
の
強
化
、
融
資
推
進
姿
勢
、
人
事
施
策
見
直

し
等
に
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
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